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採
択
し
た
請
願
の
処
理
の
経
過
報
告

○ 

本
町
議
会
が
昨
年
12
月
第
4
回
定
例
会

で
採
択
し
た
「
中
学
校
給
食
の
早
期
実

施
を
求
め
る
請
願
」
の
処
理
経
過
に
つ

い
て
、
本
定
例
会
開
会
初
日
（
2
日
）

に
町
長
か
ら
、
提
案
理
由
の
説
明
の
中

で
、
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
に
お
い
て
、
学
校
給
食
運

営
協
議
会
、
町
校
長
会
、
中
学
校
の
校
長

等
に
よ
る
「
小
、
中
学
校
に
お
け
る
食
育

に
関
す
る
学
習
会
」
を
立
ち
上
げ
、児
童
・

生
徒
の
食
の
現
況
と
課
題
及
び
中
学
校
給

食
を
め
ぐ
る
現
況
に
つ
い
て
、
学
習
会
を

実
施
し
て
い
る
。

議
案
概
要

《
報
告
案
件
》

○ 

町
長
の
専
決
事
項
の
指
定
に
つ
い
て
の

報
告

　

賠
償
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
額
の
決
定

１
件

○ 

平
成
25
年
度
田
原
本
町
一
般
会
計
予
算

繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
の
報
告

　

私
立
保
育
所
改
築
事
業
補
助
金
ほ
か
６

件
に
つ
い
て
、
総
額
４
億
８
６
７
１
万
円

を
繰
り
越
し
た
も
の

○ 

平
成
25
年
度
田
原
本
町
公
共
下
水
道
事

業
特
別
会
計
予
算
繰
越
明
許
費
繰
越
計

算
書
の
報
告

　

公
共
下
水
道
事
業
ほ
か
２
件
に
つ
い
て
、

総
額
８
５
１
０
万
円
を
繰
り
越
し
た
も
の

《
可
決
さ
れ
た
議
案
》

○ 

田
原
本
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
専
決
処
分
の
報
告　
　

○ 

田
原
本
町
都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
報
告

　
「
地
方
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」

の
平
成
26
年
４
月
１
日
施
行
に
よ
り
、
固

定
資
産
税
及
び
都
市
計
画
税
の
軽
減
措
置

の
新
設
・
廃
止
並
び
に
、
土
地
の
譲
渡
所

得
に
対
す
る
個
人
町
民
税
の
軽
減
措
置
の

延
長
等
に
よ
る
条
文
の
整
備
を
す
る
も
の

○ 

田
原
本
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
の
報

告

　

地
方
税
法
等
の
改
正
に
合
わ
せ
、
国
民

に
係
る
分
離
課
税
に
改
組
さ
れ
た
こ
と
な

ど
に
よ
る
所
要
の
規
定
整
備
を
行
う
も
の

○ 

公
共
下
水
道
事
業
（
特
）
第
26
-1
号
・

同
工
事
に
伴
う
水
道
管
移
設
及
び
水
路

改
修
合
冊
工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い

て

　

佐
味
地
内
の
町
道
佐
味
３
号
線
等
の
下

水
道
工
事
と
上
水
道
工
事
及
び
水
路
工
事

を
契
約
金
額
７
４
８
６
万
７
７
６
０
円
で
、

㈱
北
林
組
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

も
の

○ 

公
共
下
水
道
事
業
（
特
）
第
26
-2
号
・

同
工
事
に
伴
う
水
道
管
移
設
合
冊
工
事

請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

　

満
田
地
内
の
町
道
三
笠
満
田
線
及
び
満

田
３
号
線
等
の
下
水
道
工
事
と
上
水
道
工

事
を
契
約
金
額
５
９
９
１
万
６
２
４
０
円

で
、
㈱
仲
谷
組
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結

す
る
も
の

○ 

公
共
下
水
道
事
業
（
特
）
第
26
-3
号
・

同
工
事
に
伴
う
水
道
管
移
設
合
冊
工
事

請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

　

松
本
地
内
の
町
道
松
本
北
大
網
線
及
び

松
本
11
号
線
等
の
下
水
道
工
事
と
上
水
道

工
事
を
契
約
金
額
４
４
３
１
万
６
７
２
０

円
で
、
㈱
仲
谷
組
と
工
事
請
負
契
約
を
締

結
す
る
も
の

○ 

南
小
学
校
0
0
9
-1
・
-2
棟
耐
震
補

強
等
工
事
請
負
契
約
締
結
に
つ
い
て

　

南
小
学
校
北
館
の
耐
震
補
強
等
工
事
を

契
約
金
額
５
３
０
５
万
２
８
４
０
円
で
、

㈱
藤
井
組
と
工
事
請
負
契
約
を
締
結
す
る

屋
の
普
及
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
聞
こ
え

に
く
い
地
域
が
あ
る
こ
と
も
確
認
し
て
い

る
。
今
後
も
住
民
の
安
全
・
安
心
を
守
る

防
災
対
策
と
し
て
調
査
し
改
善
に
向
け
調

査
し
対
処
し
た
い
。

《
厚
生
建
設
委
員
会
》

質
問　

平
成
26
年
度
田
原
本
町
一
般
会
計

補
正
予
算　
（
第
１
号
）
中
、
子
宮
頸
が

ん
及
び
乳
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券

の
受
診
勧
奨
及
び
検
診
の
費
用
に
つ
い
て

回
答　

以
前
に
、
が
ん
検
診
の
無
料
ク
ー

ポ
ン
券
の
配
付
を
受
け
た
未
受
診
の
方
に

対
し
て
、
検
診
費
用
が
無
料
と
な
る
ク
ー

ポ
ン
券
を
再
度
送
付
し
、
が
ん
の
早
期
発

見
と
健
康
保
持
・
増
進
を
図
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
お
り
、
再
送
付
対
象
者
は
そ
れ

ぞ
れ
約
２
５
０
０
人
で
、
検
診
の
委
託
料

等
の
費
用
を
計
上
し
て
い
る
。
受
診
率
向

上
の
た
め
、
期
限
間
近
に
な
れ
ば
、
は
が

き
に
よ
る
受
診
勧
奨
も
考
え
て
い
る
。

質
問　

田
原
本
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
よ
る
課
税
限

度
額
の
引
き
上
げ
の
内
容
は

回
答　

国
民
健
康
保
険
税
の
後
期
高
齢
者

支
援
金
分
と
介
護
納
付
金
分
の
課
税
限
度

額
を
そ
れ
ぞ
れ
２
万
円
引
き
上
げ
、
医
療

分
と
合
わ
せ
て
現
行
の
77
万
円
か
ら
81
万

円
へ
限
度
額
を
変
更
。
限
度
額
超
過
世
帯

数
は
約
1
0
0
世
帯
、
影
響
額
に
つ
い
て

は
約
2
3
0
万
円
と
見
込
ん
で
い
る
。

《
唐
古
鍵
遺
跡
整
備
検
討
委
員
会
》

報
告　

唐
古
・
鍵
遺
跡
整
備
工
事
に
つ
い

も
の

○  

財
産
の
取
得
に
つ
い
て

　

田
原
本
町
指
定
ご
み
袋
の
購
入
で
、
㈱

文
政
田
原
本
営
業
所
よ
り
取
得
す
る
も
の

○
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

田
原
本
駅
前
自
転
車
駐
車
場
の
指
定
管

理
者
に
、
阪
神
管
理
サ
ー
ビ
ス
㈱
を
指
定

す
る
も
の

○
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　

町
営
住
宅
に
入
居
す
る
高
額
所
得
者
に

対
し
、
明
渡
期
限
が
経
過
し
た
の
で
、
明

渡
請
求
の
訴
え
を
提
起
す
る
も
の

各
委
員
会
審
査
の
状
況

（
質
疑
か
ら
抜
粋
）

《
総
務
文
教
委
員
会
》

質
問　

田
原
本
駅
前
自
転
車
駐
車
場
の
指

定
管
理
業
務
に
つ
い
て

回
答　

自
転
車
預
か
り
を
業
務
と
し
て
、

使
用
料
の
徴
収
で
も
っ
て
管
理
運
営
を
し
、

収
支
決
算
後
の
利
益
の
一
定
割
合
を
町
に

納
付
し
て
い
た
だ
く
も
の
。
ま
た
、
指
摘

の
あ
っ
た
駐
輪
整
理
に
つ
い
て
は
、
管
理

業
者
に
徹
底
す
る
よ
う
に
指
導
す
る
。

質
問　

住
民
の
方
か
ら
防
災
無
線
が
聞
こ

え
な
い
と
の
苦
情
に
対
し
、
町
の
対
応
は

回
答　

防
災
無
線
は
、
平
成
23
年
度
に
整

備
し
平
成
24
年
度
か
ら
運
用
し
て
い
る
。

整
備
し
た
防
災
無
線
は
、
各
家
庭
に
個
別

に
情
報
を
発
信
す
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、

一
部
で
は
気
象
状
況
や
機
密
性
の
高
い
家

　

平
成
26
年
田
原
本
町
議
会
「
第
2
回

定
例
会
」
が
６
月
２
日
か
ら
６
日
ま
で

５
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

開
会
日
の
６
月
２
日
に
は
寺
田
町
長

が
提
出
議
案
に
つ
い
て
説
明
。
会
期
中
、

各
議
案
に
つ
い
て
慎
重
に
審
議
が
行
わ

れ
、
６
月
６
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

健
康
保
険
税
の
後
期
高
齢
者
支
援
金
分
と

介
護
納
付
金
分
の
課
税
限
度
額
を
引
き
上

げ
る
ほ
か
、
均
等
割
、
平
等
割
の
軽
減
措

置
対
象
者
の
拡
大
を
図
る
た
め
、
軽
減
判

定
所
得
算
定
式
の
一
部
を
改
正
す
る
も
の

○ 

平
成
26
年
度
田
原
本
町
一
般
会
計
補
正

予
算　
（
第
１
号
）

　

子
宮
頸
が
ん
及
び
乳
が
ん
検
診
の
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
配
付
対
象
者
で
、
未
受
診
の

方
へ
の
受
診
勧
奨
及
び
検
診
の
費
用
等
の

必
要
経
費
算
入
に
よ
り
予
算
の
増
額
補
正

を
す
る
も
の
、
ま
た
、
継
続
費
の
補
正
で
、

平
成
27
年
度
分
の
中
継
施
設
建
設
事
業
費

を
変
更
し
総
額
を
増
額
す
る
も
の
な
ど

○ 

田
原
本
町
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

　

平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
平
成

28
年
度
か
ら
個
人
町
民
税
を
公
的
年
金
か

ら
特
別
徴
収
す
る
制
度
の
見
直
し
、
法
人

町
民
税
の
法
人
税
割
の
地
域
間
格
差
是
正

に
伴
う
税
率
の
変
更
、
平
成
27
年
度
か
ら

軽
自
動
車
税
率
の
引
き
上
げ
、
及
び
固
定

資
産
税
の
非
課
税
措
置
の
条
文
の
整
備
等

を
行
う
も
の

○ 
田
原
本
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
が
改
正
さ
れ
、
金
融
所
得

課
税
の
一
体
化
等
の
見
直
し
が
行
わ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
上
場
株
式
等
に
係
る
配
当

所
得
等
の
対
象
に
特
定
公
社
債
の
利
子
が

追
加
さ
れ
た
ほ
か
、
株
式
等
譲
渡
所
得
等

に
つ
い
て
、
一
般
株
式
等
と
上
場
株
式
等

て
、
平
成
26
年
度
の
事
業
計
画
で
は
、
多

重
環
濠
ゾ
ー
ン
と
弥
生
の
林
・
草
地
ゾ
ー

ン
に
お
い
て
石
積
み
擁
壁
、
二
次
盛
土
造

成
、
多
重
環
濠
、
木
橋
、
植
栽
、
園
路
整

備
等
を
行
う
。

　

文
化
庁
の
承
認
関
係
で
は
、
昨
年
南
西

の
公
有
化
さ
れ
た
部
分
を
含
め
て
実
施
設

計
の
変
更
を
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
提
案

の
あ
っ
た
体
験
教
室
や
休
憩
に
使
用
さ
れ

る
四あ
ず
ま
や阿
の
大
き
さ
に
つ
い
て
も
学
校
の
体

験
教
室
で
ど
れ
く
ら
い
の
ス
ペ
ー
ス
が
必

要
か
、
体
験
者
と
一
般
来
園
者
と
の
利
用

状
況
も
含
め
て
検
討
し
て
い
く
。

《
清
掃
工
場
建
設
検
討
委
員
会
》

質
問　

継
続
費
補
正
額
３
億
円
増
の
主
な

要
因
は

回
答　

本
体
工
事
の
う
ち
、
新
た
に
積
替

搬
出
設
備
な
ど
の
プ
ラ
ン
ト
設
備
追
加
に

よ
る
建
設
費
用
及
び
、
建
設
予
定
地
の
地

盤
が
近
傍
の
事
前
地
質
調
査
地
よ
り
軟
弱

で
あ
っ
た
た
め
、
杭
打
ち
工
事
に
か
か
る

費
用
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。
平

成
26
・
27
年
度
の
継
続
費
補
正
後
は
、
建

設
工
事
費
と
管
理
委
託
料
を
合
わ
せ
て

10
億
６
３
６
４
万
４
０
０
０
円
と
な
る
。

報
告　

ご
み
中
継
施
設
に
つ
い
て
、
地
元

自
治
会
に
対
し
、
引
き
続
き
説
明
会
を
実

施
し
、
理
解
・
協
力
を
お
願
い
し
て
い
る
。

ま
た
、
御
所
市
で
の
新
焼
却
施
設
が
操
業

す
る
ま
で
、
現
清
掃
工
場
の
周
辺
６
ヶ
大

字
へ
操
業
期
間
の
延
長
を
お
願
い
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

平成 26年
第 2回定例会

議会
だより

意見書・決議 提出議員
「手話言語法（仮称）」の制定を求め
る意見書　

西川六男議員

消費税の軽減税率の制度設計と導入
時期の明確化を求める意見書

古立憲昭議員

雇用の安定を求める意見書 阪東𠮷三郎議員
ウイルス性肝炎患者に対する医療費
助成の拡充を求める意見書

𠮷田容工議員

子どもの医療費助成制度を通院も中
学卒業までに拡充するとともに、窓
口無料とすることを求める意見書

𠮷田容工議員

奈良県にリニア中央新幹線を！中間
駅の早期決定を求める決議

松本美也子議会運
営委員会委員長　

採択された意見書・決議
　本定例会で採択された意見書は以下のとおりで、
国・県など関係団体に提出しています。

意見書 提出議員
特定秘密の保護に関する法律の廃止
を求める意見書

𠮷田容工議員

集団的自衛権の行使を認める解釈改
憲に反対する意見書

𠮷田容工議員

不採択になった意見書
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次
回
定
例
会
は
、

次
回
定
例
会
は
、
99
月
上
旬
に
開

月
上
旬
に
開

催
し
ま
す
。

催
し
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
て

議
会
を
傍
聴
し
て

み
ま
せ
ん
か

み
ま
せ
ん
か

町
政
を

問

う

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
本
定
例
会
で
の
発
言

等
に
基
づ
い
て
、
各
議
員
の
責
任
に
よ
り

原
稿
の
提
出
を
受
け
た
も
の
で
す
。

辻　

一
夫　

議
長　

　

掲
載
紙
面
が
増
え
て
２
回
目
の
「
議
会

だ
よ
り
」
に
な
り
ま
す
。
今
回
は
、
６
月

定
例
会
で
各
議
員
が
本
議
会
、
委
員
会
で

審
議
、
審
査
し
た
内
容
を
抜
粋
し
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。
議
会
だ
よ
り
の
作
成
は
、

議
員
６
名
で
構
成
し
て
い
る
編
集
委
員
会

で
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
少
し
ず
つ

で
は
あ
り
ま
す
が
見
直
し
を
行
い
、
分
か

り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
、
よ
り

内
容
の
充
実
し
た
議
会
広
報
を
目
指
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

阪
東　

𠮷
三
郎　

議
員　

　

安
倍
政
権
が
規
制
改
革
会
議
の
雇
用

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
議
論
し
て
き
た

「
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方
の
充
実
」「
職
業

紹
介
事
業
の
見
直
し
」
は
、
長
時
間
労
働

や
金
銭
解
雇
が
行
い
や
す
く
、
労
働
者
の

雇
用
環
境
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
た
め
「
雇
用
の
安
定
を
求
め
る
意
見

書
」
を
提
出
し
、
議
員
多
数
の
賛
成
を
得

て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

い
て
」

　

子
育
て
支
援
の
中
で
、
保
護
者
の
要
望

が
大
変
多
い
が
、
本
町
は
全
く
検
討
し
て

い
な
い
こ
の
件
で
、
本
町
の
考
え
を
問
う
。

●
「
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
推
進
に
つ
い
て
」

　

障
が
い
者
や
高
齢
者
が
普
段
か
ら
身
に

つ
け
て
お
き
、
緊
急
時
や
災
害
時
に
支
援

が
必
要
と
さ
れ
、
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
書

き
込
ま
れ
て
お
り
、
周
り
の
人
が
支
援
を

し
易
く
な
る
こ
の
カ
ー
ド
の
推
進
を
問
う
。

西
川　

六
男　

議
員

　

寺
田
町
長
は
平
成
24
年
度
当
初
「
清
掃

工
場
を
田
原
本
町
で
単
独
建
設
す
る
よ
り

も
御
所
市
・
五
條
市
と
共
同
で
建
設
し
た

方
が
、
建
設
費
で
約
35
億
円
安
く
な
る
。

　

御
所
市
に
運
ぶ
た
め
の
ご
み
中
継
施
設

は
約
５
千
万
円
で
建
て
ら
れ
る
。」
と
議

会
で
説
明
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
現
在
、
中
継
施
設
の
建
設
費
は
、

矢
部
自
治
会
に
対
す
る
協
力
金
や
環
境
整

備
費
を
加
え
る
と
27
倍
の
約
13
億
５
千
万

円
の
金
額
に
な
り
そ
う
で
す
。

　
「
安
く
な
る
事
」
を
遠
い
御
所
市
で
建

設
す
る
最
大
の
理
由
に
し
て
い
ま
す
が
、

そ
の
「
安
く
な
る
」
と
説
明
し
た
金
額
が

約
13
億
円
少
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

竹
邑　

利
文　

議
員

　

中
学
校
給
食
実
施
に
つ
い
て
、
本
町
は

県
下
38
市
町
村
の
善
行
行
為
を
否
認
し
て

ま
で
愛
情
弁
当
論
を
展
開
す
る
の
か
。
私

は
中
学
校
給
食
の
早
期
実
施
を
求
め
る
請

願
の
紹
介
議
員
と
し
て
、生
徒
達
の
健
康
・

成
長
を
考
え
る
と
、
ぜ
ひ
実
施
に
向
け
て

英
断
し
て
欲
し
い
で
す
。

　

ご
み
中
継
施
設
建
設
に
関
し
て
地
元
自

治
会
に
対
し
て
な
ぜ
説
明
に
行
か
な
い
の

か
？
満
田
に
は
要
請
が
あ
っ
た
の
で
行
っ

た
と
の
説
明
を
受
け
た
。
多
、
笠
縫
に
も

説
明
せ
よ
と
質
す
と
、
要
請
が
あ
れ
ば
説

明
に
行
く
と
の
回
答
を
得
た
。
十
分
に
説

明
責
任
を
果
た
し
て
く
だ
さ
い
。
地
元
の

皆
様
に
納
得
い
く
よ
う
善
処
さ
れ
る
よ
う

指
摘
し
た
。

𠮷
田　

容
工　

議
員

　

一
般
質
問
で
、「
学
校
給
食
法
や
食
育

基
本
法
、
国
、
奈
良
県
の
姿
勢
は
、『
中

学
校
給
食
を
実
施
す
べ
し
』
と
な
っ
て
い

ま
す
。
本
議
会
も
昨
年
12
月
に
『
中
学
校

給
食
の
早
期
実
施
を
求
め
る
請
願
』
を
採

択
し
ま
し
た
。
議
会
決
議
を
重
く
受
け
止

め
て
い
る
の
か
！
」
と
質
し
た
と
こ
ろ
、

教
育
長
は
「
弁
当
は
、
親
子
の
絆
を
築
く

上
で
も
教
育
的
効
果
が
期
待
で
き
る
」
と

答
弁
。
町
長
は
、「
町
長
部
局
と
教
育
委

員
会
部
局
は
独
立
し
て
い
る
。
私
が
、
是

非
を
最
終
判
断
す
る
の
で
は
決
し
て
ご
ざ

い
ま
せ
ん
」
と
思
わ
ぬ
発
言
。
昨
年
８
月

の
「
た
と
え
１
つ
に
な
っ
て
も
弁
当
を
続

け
て
い
く
べ
き
で
す
」
発
言
を
大
転
換
さ

れ
ま
し
た
。

子
育
て
世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
の
申
請
受

付
が
８
月
か
ら
始
ま
る
と
委
員
会
で
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

今
後
も
議
案
事
項
だ
け
で
な
く
、
委
員

会
の
所
管
す
る
担
当
課
の
様
々
な
業
務
を

含
め
て
審
査
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

森　

良
子　

議
員

一
般
質
問　
「
就
学
援
助
制
度
に
つ
い
て
」

　

安
倍
政
権
に
よ
り
、
昨
年
８
月
か
ら
生

活
保
護
基
準
が
下
げ
始
め
ら
れ
て
い
る
。

今
ま
で
就
学
援
助
を
受
け
て
い
た
小
中
学

生
の
家
庭
に
対
す
る
支
給
の
所
得
基
準
は

生
活
保
護
基
準
の
１
・
３
倍
以
下
な
ど
と

決
め
て
い
る
た
め
、
前
年
ま
で
対
象
だ
っ

た
家
庭
が
対
象
を
外
さ
れ
、
支
給
を
受
け

ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
状
態
が
心
配
で
次

の
３
点
を
質
問
し
た
。
①
就
学
援
助
は
生

活
保
護
基
準
引
き
下
げ
に
連
動
さ
せ
ず
、

対
象
を
減
ら
さ
な
い
考
え
は
あ
る
か
？
②

就
学
援
助
の
通
知
を
も
っ
と
分
か
り
易
く

す
る
つ
も
り
は
あ
る
か
？
③
修
学
旅
行
費

は
全
額
支
給
す
る
考
え
は
あ
る
か
？

古
立　

憲
昭　

議
員

　

一
般
質
問
よ
り

●
「
道
路
・
橋
の
老
朽
化
に
つ
い
て
」

　

安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
つ
で

あ
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
、
特
に
道
路
。
橋
の

老
朽
化
問
題
で
本
町
の
現
状
と
今
後
の
対

策
を
問
う
。

●
「
幼
稚
園
に
お
け
る
預
か
り
保
育
に
つ

　

次
に
、
公
営
住
宅
の
住
民
の
安
心
・
安

定
的
供
給
に
つ
い
て
、
一
般
質
問
し
ま
し

た
。
町
は
、
町
営
住
宅
条
例
に
基
づ
き
適

正
な
管
理
に
努
め
、
県
住
に
つ
い
て
は
県

住
宅
課
に
相
談
し
て
い
く
と
の
回
答
を
得

ま
し
た
。

森
井　

基
容　

議
員

　
「
田
原
本
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
専
決
処
分
に
つ

い
て
」（
厚
生
建
設
常
任
委
員
会
）

　

保
険
税
の
課
税
限
度
額
の
引
上
げ
と
保

険
税
軽
減
世
帯
の
拡
大
を
同
時
に
行
う
改

正
で
あ
る
が
、
実
際
に
ど
れ
だ
け
の
影
響

を
及
ぼ
す
も
の
か
、
そ
の
試
算
を
訊
ね
た
。

引
上
げ
後
の
限
度
額
超
過
は
約
１
０
０
世

帯
、
影
響
額
は
２
３
０
万
円
程
度
、
軽

減
世
帯
は
約
３
０
０
世
帯
、
影
響
額
は

１
７
８
０
万
円
程
度
と
の
こ
と
で
あ
り
、

専
決
処
分
の
報
告
に
つ
い
て
承
認
し
ま
し

た
。

安
田　

喜
代
一　

議
員

　

私
は
厚
生
建
設
常
任
委
員
会
に
所
属
し

て
お
り
、
６
月
定
例
会
で
は
こ
の
委
員
会

に
お
い
て
８
議
案
を
審
査
し
ま
し
た
。
議

会
だ
よ
り
に
も
掲
載
し
て
い
る
の
も
あ
り

ま
す
が
、
教
安
寺
（
大
安
寺
）
の
火
葬
場

の
修
繕
費
に
係
る
一
部
補
助
金
や
下
水
道

工
事
の
契
約
締
結
等
が
審
査
し
た
議
案
の

内
容
で
す
。
ま
た
、
臨
時
的
な
給
付
措
置

と
し
て
行
わ
れ
る
、
臨
時
福
祉
給
付
金
・

植
田　

昌
孝　

議
員

　

平
成
26
年
第
２
回
定
例
会
で
は
「
１
．

駅
前
広
場
の
活
用
に
つ
い
て
、
２
．
空
き

家
対
策
に
つ
い
て
、
３
．
大
字
共
有
地
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
」
を
一
般
質
問
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
総
務
文
教
常
任
委
員

会
で
は
平
成
26
年
度
の
税
制
改
正
に
よ
る

専
決
処
分
さ
れ
た
報
告
や
南
小
学
校
北
館

耐
震
補
強
工
事
の
入
札
結
果
、
田
原
本
駅

前
自
転
車
駐
車
場
の
指
定
管
理
の
審
査
を

し
、
ま
た
、
清
掃
工
場
建
設
特
別
委
員
会

で
は
御
所
市
の
新
ご
み
処
理
施
設
建
設
工

事
完
了
ま
で
の
約
１
年
８
ヶ
月
の
間
、
現

清
掃
工
場
の
操
業
の
延
長
に
つ
い
て
現
在

の
状
況
等
を
質
問
し
、
現
施
設
の
老
朽
化

に
つ
い
て
指
摘
を
し
ま
し
た
。

松
本　

美
也
子　

議
員

　

一
般
質
問
に
お
い
て

（
問
）
来
年
１
月
を
目
途
に
、
総
務
省
が

策
定
す
る
新
基
準
に
よ
る
地
方
公
会
計
整

備
を
各
自
治
体
に
要
請
さ
れ
る
に
あ
た
り
、

担
当
部
署
の
見
解
は
。

（
答
）
統
一
的
な
基
準
や
財
務
書
類
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
則
っ
て
、
各
課
の
法
定
台
帳

を
一
元
化
し
た
固
定
資
産
台
帳
の
整
備
や

財
務
書
類
の
作
成
を
進
め
て
い
き
、
住
民

の
方
に
も
、
分
か
り
や
す
い
資
料
に
な
る

よ
う
に
と
考
え
て
い
る
。

　

そ
の
他

・
災
害
時
に
子
ど
も
達
が
ア
レ
ル
ギ
ー
を

心
配
せ
ず
に
食
べ
ら
れ
る
学
校
給
食
用
非

常
食
「
救
給
カ
レ
ー
」
の
備
蓄
に
つ
い
て

・
避
難
所
運
営
ゲ
ー
ム
「
Ｈ
Ｕ
Ｇ
」
の
活

用
に
つ
い
て

を
質
問
し
ま
し
た
。

小
走　

善
秀　

議
員

　

奈
良
県
に
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を
！
中

間
駅
の
早
期
決
定
を
求
め
る
決
議
が
審
議

さ
れ
、
反
対
意
見
と
し
て
、
大
き
な
投
資

を
し
て
奈
良
県
に
駅
を
持
っ
て
く
る
必
要

は
な
い
と
す
る
意
見
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

奈
良
県
は
、
歴
史
的
な
観
光
資
源
が
あ
り

な
が
ら
、
観
光
客
、
宿
泊
客
が
少
な
く
京

都
に
大
き
く
離
さ
れ
て
い
る
。
奈
良
県
の

発
展
の
た
め
に
は
、
将
来
を
見
据
え
、
是

非
必
要
で
あ
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

　

清
掃
工
場
中
継
施
設
に
つ
い
て
、
補
正

予
算
が
提
出
さ
れ
３
億
円
程
の
金
額
が
増

額
さ
れ
た
。
見
積
り
時
に
お
い
て
、
正
確

な
積
算
を
行
い
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
申
し
入
れ
を
し
た
。

𠮷
川　

博
一　

議
員

　

唐
古
・
鍵
史
跡
公
園
整
備
が
、
今
年
度

か
ら
唐
古
池
の
東
側
か
ら
着
工
さ
れ
ま
す
。

実
施
計
画
図
面
等
で
示
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
実
際
に
工
事
が
進
む
に
つ
れ
て

ど
の
よ
う
に
現
地
が
変
わ
っ
て
く
る
か
楽

し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
史
跡
公

園
の
完
成
を
楽
し
み
に
し
て
お
ら
れ
る
住

民
も
た
く
さ
ん
お
ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま

す
。
平
成
29
年
度
に
完
成
予
定
と
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
多
く
の
方
が
訪
れ
る
よ
う
、

ま
た
、
１
回
き
り
で
な
く
何
回
も
来
た
く

な
る
よ
う
な
、
魅
力
の
あ
る
公
園
に
出
来

る
よ
う
委
員
会
で
検
討
、
提
案
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

松
本　

宗
弘　

議
員

　

唐
古
・
鍵
史
跡
公
園
整
備
に
伴
い
、
交

流
促
進
施
設
整
備
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
６
月
定
例
会
で
は
、
平
成
26
年
度

か
ら
用
地
取
得
を
行
う
た
め
の
予
算
の
補

正
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
施
設
は
史

跡
公
園
の
開
園
に
併
せ
て
建
設
が
進
め
ら

れ
る
も
の
で
、
史
跡
公
園
内
で
は
文
化
財

保
存
以
外
の
施
設
は
制
限
さ
れ
る
た
め
、

こ
の
交
流
促
進
施
設
は
観
光
サ
ー
ビ
ス
機

能
を
補
完
す
る
も
の
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

ご
み
中
継
施
設
建
設
の
補
正
議
案
、
経
過

報
告
が
あ
り
ま
し
た
が
、
良
好
な
管
理
が

で
き
る
施
設
に
す
る
こ
と
、
ま
た
自
治
会

と
の
協
議
を
充
分
行
う
こ
と
等
を
要
望
し

ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先

議
会
事
務
局
（
☎
34
・
2
1
1
9
）
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